
上
巻
、
表
紙
に
「

題
は
「
家
隆
卿
集
上

甚
春
」
と
あ
る
。
ま

数
が
記
さ
れ
て
い
る

下
巻
、
表
紙
に
「

題
は
「
家
隆
卿
集
上

あ
る
。
ま
た
、
冒
頭

一

縦
二
一
・
九
セ
ン

桐
箱
表
蓋
に
直
接

た
、
表
蓋
の
裏
側
に

上
／
申
候
云
々
」
と

〈
資
料
紹

〈
資

壬
生
二
品
集
上
」
と
打
ち
付
け
書
き
が

」。
奥
書
に
は
、「
八
宗
僊
／
校
合

た
、
冒
頭
側
の
遊
紙
に
「
墨
付
九
十
四

。壬
生
二
品
集
下
」
と
打
ち
付
け
書
き
が

」。
奥
書
に
は
、「
八
宗
僊
／

側
の
遊
紙
に
「
墨
付
七
十
七
枚
」
と
墨

書
誌

チ
、
横
一
五
・
六
セ
ン
チ
。
上
下
巻
二

「
壬
生
二
品
集

全
部
」
と
直
接
墨
書

「
衆
方
論
義
聖
教
／
何
通
申
上
置
哉
／

墨
書
さ
れ
た
箋
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い

介

実
相
院
蔵
『
壬
生
二
品
集
』

料
紹
介

実
相
院
蔵
『

さ
れ
て
い
る
。
内

了
／

枚
」
と
墨
付
の
丁

さ
れ
て
い
る
。
内

甚
春
」
と

付
の
丁
数
が
記
さ

の
名
で
知
ら

と
も
呼
ば
れ

で
き
る
。

久
保
田
淳

た
。
本
文
系

（
１
）古
本
系

初
撰
本

冊
。
双
葉
列
帖
装
。

さ
れ
て
い
る
。
ま

夫
其
比
日
論
度
進

る
。

れ
て
い
る
。

上
下
巻
と

見
ら
れ
る
。

『
壬
生
二
品

壬
生
二
品
集
』

れ
て
い
る
。
そ
の
他
、『
玉
吟
集
』
や

、『
國
書
総
目
録
』
に
よ
る
と
、
三
五

氏
は
、
独
自
に
調
査
さ
れ
た
三
四
本
の

統
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
三
系
統
に
分

系
統

類

高
松
宮
家
蔵
五
帖
鎌
倉

も
一
面
九
行
書
き
、
校
本
で
、
異
本
と

二

諸
本

集
』
は
、
藤
原
家
隆
の
家
集
で
あ
る

井

『（
従
二
位
）
家
隆
卿
集
』

本
の
諸
本
の
存
在
が
確
認

諸
本
に
つ
い
て
分
類
さ
れ

け
ら
れ
る
。

時
代
写
本
『
玉
吟
集
』

の
校
合
に
基
づ
く
書
入
が

。
一
般
的
に
は
『
壬
二
集
』

七
二

亜

依
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（
３
）六
家
集
本
系

増
補
後
欠
落
本

（
２
）広
本
系

増
補
本
系
統

介

実
相
院
蔵
『
壬
生
二
品
集
』

三
手
文
庫
蔵
写
本
『
玉
吟
集
』

関
西
大
学
図
書
館
蔵
六
家
集
本

国
会
図
書
館
上
野
支
部
蔵
写
本

大
倉
山
精
神
文
化
研
究
所
写
本

類

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
保
己
一
識
語

系
統

京
都
大
学
図
書
館
蔵
六
家
集
写

天
理
図
書
館
蔵
六
家
集
写
本

東
京
教
育
大
学
蔵
六
家
集
本
写

架
蔵
柏
林
社
本
三
帖
写
本
『
玉

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
智
仁
親
王
筆

神
宮
文
庫
蔵
六
家
集
写
本
『
玉 『

類

蓬
左
文
庫
蔵
室
町
末
期
写
本

愛
知
教
育
大
学
蔵
写
本
『
玉
吟

神
宮
文
庫
蔵
古
鈔
本
『
玉
吟
集

架
蔵
福
田
秀
一
氏
旧
蔵
写
本『

玉

架
蔵
二
条
家
旧
蔵
写
本
『
玉
吟

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
鎌
倉
時
代
古

写
本『

家
隆
卿
家
集
』

『
壬
二
集
』

『
壬
二
集
』

（
３
）六
家

ま
で
壬
生
集

文
治
三
年
の

共
通
す
る
百

（
２
）広
本

写
本
『
玉
吟
集
』

本
『
玉
吟
集
』

『
玉
吟
集
』

本
『
玉
吟
集
』

吟
集
』

『
玉
吟
集
』

吟
集
』

れ
る
。

（
１
）古
本

百
首
和
歌

内
裏
名
所
」、

見
ら
れ
る
「

高
松
宮
家
蔵

家
隆
の
歌
草

従
二
位
家
隆
卿
集
』

『
玉
吟
集
』

集
』

』（
中
・
下
伝
存
）

吟
集
』（
中
伝
存
）

集
』（
下
伝
存
）

久
保
田
氏

鈔
本

集
本
系
は
、
六
家
集
板
本
所
収
『
壬
二

の
流
布
本
的
地
位
を
占
め
て
い
る
。
こ

百
首
和
歌
二
編
と
、
二
百
首
和
歌
を
有

首
歌
の
配
列
も
、
か
な
り
異
な
っ
て
い

系
は
、（
１
）、（
３
）の
内
容
を
合
わ
せ

系
は
、（
３
）六
家
集
本
系
の
欠
く
、「

仙
洞
初
度
」、「
百
首
和
歌

入
道
前
摂

「
百
首
和
歌
仙
洞
結
句
御
百
首
」
の
五

二
百
首
和
歌
」
と
文
治
三
年
の
百
首
和

『
玉
吟
集
』
に
代
表
さ
れ
、
寛
元
三
年

を
も
と
に
私
的
に
編
纂
し
た
系
統
で
あ

愛
知
県
立
大
学
蔵
写
本

石
川
県
図
書
館
蔵
李
花

刈
谷
図
書
館
蔵
写
本

流
布
六
家
集
板
本
『
壬

井
上
宗
雄
氏
蔵
写
本

に
よ
る
と
、
各
系
統
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
写
本

七
三

集
』
に
代
表
さ
れ
、
近
年

れ
は
前
掲
の
五
編
を
欠
き
、

す
る
。
さ
ら
に
、（
１
）と

る
。

持
つ
も
の
で
、
蓬
左
文
庫

百
首
和
歌

初
心
」、「
詠

政
家
初
度
」、「
百
首
和
歌

編
を
有
す
る
が
、（
３
）に

歌
二
編
を
欠
く
。
こ
れ
は
、

に
九
条
前
内
大
臣
基
家
が

る
。

『
玉
吟
集
』

亭
文
庫
本
写
本『

玉
吟
集
』

『
壬
二
集
』

二
集
』

『
玉
吟
集
』

よ
う
な
特
徴
を
も
つ
と
さ

『
壬
二
集
』



系
）・

類
な

類

類
の

類

乱
す
形
で
増

類

類
（
広
本

独
立
し
た
も

類

類
（
六
家

〈
資
料
紹

蔵
室
町
末
期
写
本
『

収
歌
数
が
多
い
。

さ
ら
に
、
久
保
田

い
て
、
次
の
よ
う
に

類

類
（
古
本

考
慮
し
た
も

ど
に
よ
っ
て
増
補
し
た
も
の
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
六
家
集
写
本

東
京
大
学
国
文
学
研
究
室
蔵
津

十
市
遠
忠
筆

島
原
市
立
図
書
館
松
平
文
庫
蔵

よ
り
の
分
岐
と
同
様
の
経
過
を
辿
り
派

架
蔵
九
条
旧
家
蔵
写
本
『
壬
生

補
し
た
も
の
を
正
し
た
も
の
。

蓬
左
文
庫
蔵
写
本
『
壬
生
二
品

系
）
の
よ
う
な
三
巻
仕
立
て
の
も
の
が

の
。

天
理
図
書
館
蔵
大
永
書
写
『
玉

樋
口
芳
麻
呂
氏
蔵
写
本
『
玉
吟

集
本
系
）
が
成
立
し
た
あ
と
に
、
そ

介

実
相
院
蔵
『
壬
生
二
品
集
』

玉
吟
集
』
に
代
表
さ
れ
る
。
こ
の
三
系

氏
は
、
所
収
内
容
と
そ
の
配
列
か
ら
、

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

系
）
を
増
補
す
る
際
、
詠
出
年
次
順
に

の
。
あ
る
い
は

類
（
広
本
系
）
の
よ

『
玉
吟
集
』

軽
家
本

『
壬
生
二
品
家
集
』

写
本
『
玉
吟
集
』

生
し
た
も
の
。

二
品
集
』

実
相
院
蔵
本

し
た
【
表

成
』
第
三
巻

國
歌
大
系
』

吟
集
』（『
新

実
相
院
蔵
本

の
に
付
し
た

集
』

、
上
巻
だ
け
遊
離

吟
集
』

集
』

れ
を

類
（
古
本

き
抜

以
後
、
こ

考
察
し
て
い

ま
ず
、
歌

統
の
中
で
最
も
所

諸
本
の
派
生
に
つ

配
列
さ
れ
る
よ
う

う
に
詠
出
年
次
を

類

完
本

う
こ

よ
う

類

・
を
比
較
し
た
い
。
各
伝
本
の
示
す
標
題

】。
表
題
は
、
古
本
系
は
高
松
宮
家
蔵

所
収
）、
六
家
集
本
系
は
六
家
集
板
本

第
十
一
巻
所
収
）、
広
本
系
は
蓬
左
文

編
国
歌
大
観
』
第
三
巻
所
収
）
を
参
考

に
基
づ
く
配
列
順
を
表
し
、
各
伝
本
の

。
な
お
、
同
一
の
歌
群
に
は
同
じ
番
号

き
寄
せ
集
め
た
も
の
。

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
写
本

の
分
類
に
従
っ
て
、
実
相
院
蔵
本
の
特

き
た
い
。

三

実
相
院
蔵
本
の
歌
群
配
列

群
の
配
列
順
序
に
つ
い
て
久
保
田
氏
の

の
前
後
が
散
逸
し
た
も
の
を
、

類
の

と
を
せ
ず
伝
写
さ
れ
て
い
く
う
ち
、
そ

に
な
っ
た
も
の
。天

理
図
書
館
蔵
乾
元
奥

陽
明
文
庫
蔵
六
家
集
写

類
の
よ
う
な
増
補
本
か
ら
、
定
数
歌

を
も
っ
て
比
較
表
を
作
成

『
玉
吟
集
』（『
私
家
集
大

所
収
『
壬
二
集
』（『
校
註

庫
蔵
室
町
末
期
写
本
『
玉

に
し
、
括
弧
内
の
数
字
は

所
収
内
容
と
対
応
す
る
も

を
付
し
た
。

『
初
心
百
首
』

徴
と
位
置
づ
け
に
つ
い
て

示
さ
れ
た
主
な
三
系
統
と

七
四

よ
う
に
他
本
に
よ
っ
て
補

れ
だ
け
で
完
結
し
た
本
の

書
写
本
『
家
隆
卿
集
』

本
『
壬
二
集
』

に
つ
い
て
は
、
任
意
に
書
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実
相
院
蔵
『
壬
生
二
品
集
』

七
五

夏
部

（

詠
百
首
和
歌

前
内
大
臣
家

春 百
首
和
歌

内

秋
部

冬
部

ゝ
百
首（（ （ （（

実
相
院
蔵
本

百
首
和
歌

大
僧
正
四
季
百

自
餘
准
之

百
首
和
歌

為
家
卿
家
会

百
首
和
歌

洞
院
摂
政
家

【
表

】

首
春
夏
秋
冬

（（（

百
首
和
歌

洞
院
摂
政
家

詠
百
首
和
歌

前
内
大
臣

百
首
和
歌

為
家
卿
家
会

百
首
和
歌

家

）

百
首
和
歌

大
僧
正
四
季
百

内
ゝ
百

首

）

百
首
和
歌

内
裏
名
所

）

百
首
和
歌

仙
洞
結
句
御

）

百
首
和
歌

入
道
前
摂
政

百 家

）

詠
百
首
和
歌

洞
院
初
度

）

詠
百
首
和
歌

千
五
百
番
歌

首 初
度
合
度

古
本
系

）

百
首
和
歌

初
心

）

百
首
和
歌

後
度

）

百
首
和
歌

六
百
番
歌
合
度

（

）

五
十
首
和
歌

守
覺
法

首（

）

五
十
首
和
歌

老
若
歌

（

）

百
首
和
歌

洞
院
摂
政

（

）

詠
百
首
和
歌

九
條
前

親合 家内

（

）

百
首
和
歌

擬
作

王
會

大
臣
内

詠
二
百
首
和
歌

書
本

私
集
之
次
歌
建
久
八
年

也
建
久
歌
與
初
歌
同
歌

入
集
歌
云
々

百
首
和
歌

爲
家
卿
家

詠
百
首
和
歌

文
治
三

雖七多會 年

百
首
和
歌

大
僧
正
四

詠
百
首
和
歌

文
治
三
季年

二
百
別

月
二
十

故
略
之

十
一
月

百
首合

點

六
家
集

百
首

六
百
番
歌
合

千
五
百
番
歌

百
首
和
歌

堀
河
百
首 本

系

（

）

之
題
同
私
集
之

次

九
日
歌
也
、
建
久
歌

之大
僧
正
四
季
百
首

為
家
卿
家
百
首

（

）

百
首

文
治
三
年
十

々
百
首

二
百
首
和
歌

旧
本

歌与 一二

（

）

院
百
首

建
保
四
年

位
正
月
五
日
叙
之

、
建
久
八

初
歌

月百
首
居

于
時
宮

題
同
故

九
日
歌

畢
合
點

光
明
峰
寺
入
道
摂
政

（

）

順
徳
院
名
所
百
首

内
卿
正
四
位
下

院
百
首

千
五
百
番

年

家建 歌

侍
従
兼
越
中
守
従
五

（

）

後
京
極
摂
政
家
百
首

入
集

院
百
首

正
治
二
年

位
百
首

保
三
年

合
是
也

上六
百
番

広

初
心
百
首

堀
河
院

後
度
百
首

題
同
上

殷
富
門
院
大
輔
百
首 本百 系首

題
文
治
三

年
七
月
廿

多
同
故
略

（

）

（

）

雖
各
別
書

内
卿
従
三

、
于
時
宮

、
建
仁
元

歌
合
是
也

年
春
于
時
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実
相
院
蔵
『
壬
生
二
品
集
』

七
六

神
祗
部

釈
教
部

祝
部

旅
部

雑
部

哀
傷
、
述
懐
等
在
此
中

西
聞
（
園
）
卅
首
和
歌

春夏
部

秋
部

冬
部

恋
部

但
無

最
勝
四
天
王
院
御
障
子
和

寛
喜
元
年
女
御
入
内
御

住
吉
卅
首
和
歌

謌風
和

披
講

歌

五
十
首
和
歌

守
覚
法
親

五
十
首
和
歌

老
若
歌
合

五
十
首
和
歌

仁
和
寺
道

五
十
首
和
歌

内
ゝ
日
吉

王
会

助
法

奉
納
親
王

歌

釋
教
部

四
季
之
部

（

（

）

恋
部

（

）

祝
部

（

）

旅
部

（

）

雑
部

哀
述
傷
懐
在
此

神
祗
部

）（中

寛
喜
元
年
女
御
入
内
御

住
吉
三
十
首
和
歌

西
園
寺
三
十
首
和
歌

風
但
無

）（ 和
歌

披
講

五
十
首
和
歌

仁
和
寺

點
後
鳥
羽

五
十
首
和
歌

内
々
日

会

最
勝
四
天
王
院
御
障
子

三
十
首
和
歌

前
内
臣

道
助

吉
奉

和
歌

家

法
親

納
歌

恋
部

祝
部

旅
部

雑
部

哀
傷
、
述
懐

神
祗
部

釈
教
部

等
在

夏秋
部

冬
部

此
中

）（

）

最
勝
四
天
王
院
御
障

九
条
前
内
大
臣
家
三

寛
喜
女
御
入
内

風

住
吉
三
十
首

西
園
寺
三
十
首

但

春
部

子
和

十
首

和
歌

無
披

老
若
歌
合
五
十
首

道
助
法
親
王
御
障
子

日
吉
奉
納
五
十
首

和
歌

歌講

王
會
御

家
百
首

洞
院
摂
政
家
百
首

九
条
前
内
大
臣
家
百

守
覚
法
親
王
家
五
十
首首

建
久

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

九
年
夏
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集
写
本
は
、
標
題
が

の
内
容
を
確
認
し
た

げ
た
。

所
収
す
る
項
目
は

い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
こ
で
注
目
す
べ

類
と
、
実
相
院
蔵

と
い
う
こ
と
が
分
か

写
本
及
び
陽
明
文
庫

比
較
す
る
と
次
の
【

字
は
、
実
相
院
蔵
本

写
本
の
所
収
項
目
と

所
収
内
容
に
つ
い
て

と
も
共
有
す
る
も
の

ら
な
い
。
ま
た
、
百

本
は
ど
の
系
統
と
も

ら
一
部
分
だ
け
抄
出

分
だ
け
が
残
り
、
あ

的
な
三
系
統
の
ど
れ

こ
の
表
か
ら
み
る
と

介

実
相
院
蔵
『
壬
生
二
品
集
』

書
か
れ
て
い
な
い
歌
群
が
あ
る
た
め
、

上
で
対
応
す
る
数
字
を
付
し
、
そ
の
歌

、【
表

】
の
よ
う
に
一
致
し
つ
つ
、

実
相
院
蔵
本
は
、
初
め
か
ら
、
久
保
田

き
は
、

類
で
あ
る
。
久
保
田
氏
の
分

本
は
完
全
に
同
じ
百
首
歌
・
部
類
歌
の

る
。
今
仮
に
、

類
に
属
す
る
天
理
図

蔵
六
家
集
写
本
、
実
相
院
蔵
本
と
を
歌

表

】
の
よ
う
に
な
る
。
所
収
項
目
の

に
基
づ
く
配
列
の
順
を
表
し
、
天
理
図

対
応
す
る
も
の
に
付
し
た
。
た
だ
し
、

、
実
相
院
蔵
本
に
所
収
さ
れ
て
い
る
歌

で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
ど
の
系
統
に

首
歌
・
部
類
歌
等
の
歌
群
の
配
列
に
つ

異
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ど
れ
か
特
定

し
た
と
か
、
あ
る
い
は
、
当
初
揃
っ
て

と
は
欠
落
し
た
と
も
考
え
に
く
い
。
よ

に
も
属
さ
な
い
と
思
わ
れ
る
。

、
実
相
院
蔵
本
は
異
本
で
あ
る
可
能
性

そ
の
場
合
、
歌
群

群
の
第
一
首
を
挙

異
な
り
も
み
せ
て

氏
の
分
類
で
い
う

と

書
写
）
や
陽

の
段
階
で
、

で
き
な
い
。

類
を
適
用
す
る
と
、

所
収
項
目
を
持
つ

書
館
蔵
乾
元
奥
書

群
配
列
に
お
い
て

下
の
括
弧
内
の
数

書
館
蔵
乾
元
奥
書

陽
明
文
庫
蔵
六
家

実
相
院
蔵
本

よ
う
な
部
立

は
、

の
項

巻
あ
る
也
」、

〔
補
入
｜
家
の

内
ゝ
百
首
」

也
」
と
書
き

群
は
、
ど
の
系
統

属
す
る
か
は
分
か

い
て
、
実
相
院
蔵

の
系
統
の
諸
本
か

い
た
も
の
が
一
部

っ
て
、
先
の
代
表

つ
ま
り
、

い
る
。
久
保

つ
て
、『
為
家

は

｜

各

項
目
を
持
つ

家
集
写
本
と

久
保
田
氏
が

が
高
い
。
ま
ず
、

類
の
系
統

が
連
続
す
る
こ
と
に
な
り
、
天
理
図

明
文
庫
蔵
六
家
集
写
本
の
配
列
に
近
く

ど
の
系
統
の
伝
本
と
の
校
合
に
よ
っ
て

の
所
収
項
目
に
該
当
す
る
も
の
だ
け
を

の
配
列
順
序
の
も
の
は
見
ら
れ
な
い
。

目
「
百
首
和
歌

洞
院
摂
政
家
」
と
書

「
百
首
和
歌
」
と
書
い
た
下
に
「

〕
百
首
の
つ
き
に
あ
る
也
」、

「
詠

と
書
い
た
下
に
「
此
百
首
上

の
五

入
れ
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
注
の
通

実
相
院
蔵
本
は
、
独
自
の
配
列
を
有
す

田
氏
は
、「
順
序
の
混
乱
は
百
首
歌
の

卿
家
百
首
』
等
百
首
四
篇
、
及
び
そ

類
と
も
す
べ
て
一
致
し
て
ゐ
る
」
と
指

実
相
院
蔵
本
と
天
理
図
書
館
蔵
乾
元
奥

で
は
、
そ
の
配
列
順
序
が
大
き
く
異
な

挙
げ
た

類
の
二
本
の
ど
れ
も
、

と
同
様
の
内
容
を
持
つ
、
現
在
の
形
態

七
七

書
館
蔵
本
（
応
永
一
六
年

な
る
が
、
こ
の
一
文
が
ど

書
か
れ
た
も
の
か
は
推
定

見
て
も
、
実
相
院
蔵
本
の

た
だ
し
、
実
相
院
蔵
本
に

い
た
下
に
、「
此
百
首
下

此
百
首
上
巻

為
家
卿
の

百
首
和
歌

前
内
大
臣
家

首
つ
ゝ
の
題
の
次
に
入
る

り
に
配
列
を
並
べ
る
と
、

る
伝
本
と
し
て
際
立
っ
て

始
め
に
見
ら
れ
る
の
で
あ

れ
以
下
の
定
数
歌
の
配
列

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
同
じ

書
写
本
、
陽
明
文
庫
蔵
六

る
。
代
表
的
な
三
系
統
と
、

と
な
り
、

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。



四

実
相
院
蔵
本
の
特

に
、
そ
の
本
文
及
び

に
挙
げ
た
そ
れ
ぞ
れ

陽
明
文
庫
蔵
六
家
集

〈
資
料
紹

実
相
院
蔵
本
の
本
文

筆
す
べ
き
特
徴
と
し
て
、
先
に
示
し
た

書
き
入
れ
を
指
摘
し
た
い
。
今
回
は
、

の
代
表
的
な
三
本
と
、
天
理
図
書
館
蔵

写
本
の
本
文
と
比
較
し
た
結
果
に
つ
い

介

実
相
院
蔵
『
壬
生
二
品
集
』

配
列
の
順
序
の
他

主
な
三
系
統
の
先

乾
元
奥
書
写
本
、

て
述
べ
る
。

他
の
本
文

刻
に
あ
た
っ

残
す
こ
と
を

る
こ
と
を
せ

と
思
わ
れ
る

蔵
本
の
独
自

に
見
ら
れ
な
か
っ
た
独
自
本
文
を
全
て

て
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
伝
本
の
書
写
の

め
ざ
す
こ
と
に
し
た
。
そ
の
た
め
に
、

ず
、
異
体
字
も
で
き
る
か
ぎ
り
そ
の
ま

場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
ま
ま
と
し
て

本
文
に
つ
い
て
は
二
重
傍
線
を
付
し
た

挙
げ
て
お
く
。
な
お
、
翻

様
態
を
そ
の
ま
ま
の
形
で

旧
漢
字
は
新
漢
字
に
改
め

ま
に
残
す
。
な
お
、
誤
写

お
い
た
。
ま
た
、
実
相
院

。
そ
の
箇
所
が
傍
線
で
示

七
八

百
首
和
歌

詠
百
首
和
歌

前
内
大
臣
家

春夏
部

百
首
和
歌

洞
院
摂
政
家

秋
部

冬
部

内
ゝ
百
首

実
相

百
首
和
歌

大
僧
正
四
季
百

百
首
和
歌

為
家
卿
家
会

【
表

】

院首 蔵
本春

夏
秋

（

）

春

（

）

夏
部

（

）

秋
部

（

）

冬
部

（

）

百
首
和
哥

（

）

百
首
和
哥

（

）

詠
百
首
和
哥

洞
院
摂
政

前
内
大

冬
自
餘
准
之（

）

大
僧
正
四

准
之

（

）

百
首
和
哥

季
天
理
図
書

百
首

百

為
家
卿
家

（（（（ （

家

（

臣
家
會

（

か
す

）

春

）

夏
部

）

秋
部

）

冬
部

）

百
首

）

つ
く

は
る

）

よ
し

館
蔵
乾
元
奥
書
写
本

首
和
哥

神
祇
春
夏
秋
冬

自（

會

（
餘）

百
首

准
之

）

た
を

花
の

み
も
は
る
も
け
ふ
や
た
つ
ら
ん

和
哥

は
ね
の
に
ゐ
く
は
ま
ゆ
の
き
ぬ

い
そ
く
ら
し

の
山
ま
た
白
露
〔
見
セ
消
チ
｜

よ
り
も
霞

ユ
キ
〕
は

陽
明
文
庫
蔵
本

和
哥

大
僧
正
四
季
百
首

神

や
め
の
は
る
た
つ
け
ふ
の
衣
よ

色
哉

祇
春
夏
秋

り
に
ほ
ひ

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

（

）

の
こ
ろ
も

（

）

消
な
く
に

冬

自
餘

（

）

そ
め
た
る

（

）
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た
く
ひ
と
て
我
す

と
〔
見
セ
消
チ
｜

五
月
雨
は
わ
た
り

ま
〕
山
み
え
す
く

き
よ
た
き
の
瀬
ゝ

は
な
は
み
な
弥
生

ね
〔
見
セ
消
チ
｜

は
し
た
か
の
と
か

お
き
つ
と
り
〔
傍

の
あ
し
間
し
め
て

先
す
る
こ
と
に
し
た

〈
上
巻

は
る
の
日
は
お
ほ

書
｜
ヒ
（
朱
で
塗

チ
）〕
き

し
ら
露
も
ふ
か
き

消
チ
｜
さ
く
〕
ら

し
た
傍
書
や
見
せ
消

介

実
相
院
蔵
『
壬
生
二
品
集
』

む
宿
の
か
へ
に
お
ふ
る
」
み
な
し
こ
草

つ
ま
て
〕

も
と
を
み
い
つ
み
川
」
い
〔
傍
書
｜

も
り
か
ゝ
れ
る

の
白
浪
う
ち
〔
見
セ
消
チ
｜
い
と
よ
り

の
す
ゑ
に
う
つ
ろ
ひ
て
」
春
を
や
お
く

う
く
ひ
す
の
こ
ゑ
〕

へ
る
山
と
い
つ
る
よ
り
」
ひ
か
り
も
し

書
｜
風
イ
〕
あ
は
れ
ゆ
く
夜
は
ゝ
み
し

な
く
也
〔
傍
書
｜
あ
し
ま
を
し
め
て
な

。か
た
空
の
か
す
む
よ
り
」
く
れ
ゆ
く
そ

り
潰
さ
れ
て
い
る
）〕
ひ
し
〔
傍
書

太
山
の
卯
花
は
」
身
を
お
も
ひ
し
る
名

む ち
と
重
な
っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は

も
あ
は
れ
い
く
ほ

（

オ
）

ヒ
〕
こ
〔
補
入
｜

（

ウ
）

〕
な
や
み
〔
傍
書

〔
見
セ
消
チ

古
郷
に
た

は
の
」
な

あ
〔
見
セ

は
し
の
秋

る
か
へ
る
か
り
か

（

ウ
）

る
き

の
よ
の
月

（

オ
）

ま
え
の
」
た
ま
え

く
千
鳥
哉
〕（

ウ
）

消
チ
〕」
ぬ

ら
ん

心
あ
り
て

お
く
ら
の

ひ
さ
か
た

ぬ
空
に
秋

秋
の
よ
は

ら
の
色
の
さ
〔
傍

｜
さ
（
朱
見
セ
消

（
４
ウ
）

に
や
あ
る
〔
見
セ

（

オ
）

お
ほ
よ
と

い
ま
も
か

そ
れ
も
よ

ゝ
な
て
し

ほ
に
い
て

セ
消
チ
｜

し
た
も
み

、
二
重
傍
線
を
優

｜
よ
る
や

｜
は
〕
ま
の
あ
り
明
の
月
〔
傍
書
｜

れ
か
な
か
め
て
〔
見
セ
消
チ
｜
む
〕
ね

か
き
よ
ち
き
る
い
そ
〔
見
セ
消
チ
｜
け

消
チ
｜
か
〕
す
か
山
お
と
ろ
の
み
ち
も

の
ゆ
ふ
く
れ

れ
て
や
〔
補
入
｜
ひ
と
り
〕

の
ひ

〔
見
セ
消
チ
｜
て
に
〕
お
ら
は
や
お
ら

み
ね
〔
傍
書
｜
山
イ
〕
の
も
み
ち
は

の
月
の
さ
か
り
〔
見
セ
消
チ
｜
か
つ
ら

か
せ
そ
ふ
く

月
の
ひ
か
り
も
す
み
よ
し
の
」
い
く

の
ま
つ
の
ち
き
り
は
ふ
り
は
と
も
〔
見

は
ら
す
か
へ
る
な
み
か
な

も
ま
れ
に
あ
ふ
〔
見
セ
消
チ
｜
う
つ
〕

あ
ま
の
は
こ
ろ
も

ゝ
を
は
な
か
も
と
に
な
く

は
」（

な
〕
る
草
の
名
や
う
き

ち
か
つ
ち
る
山
の
ゆ
ふ
〔
補
入
｜
し
〕

浪
イ
〕」
む
す
ふ
こ
ほ
り
は
と
く
る
日

七
九

空
イ
〕

（

ウ
）

ぬ
よ
〔
見
セ
消
チ
｜
な
〕

〕
の
月
影

（

オ
）

な
か
た
え
ぬ
」
身
を
う
ち

（

ウ
）

と
り
〔
見
セ
消
チ
〕
な
く

（

ウ
）

ん
ゆ
ふ
つ
く
ひ
」
さ
す
や

（

オ
）

〕
の
花
さ
か
り
」
い
と
は

（

ウ
）

〔
見
セ
消
チ
｜
て
〕
み
の
ゝ

セ
消
チ
｜
ふ
り
ぬ
れ
と
〕」

（

ウ
）

夜
の
音
は
せ
し
」
い
は
ほ

（

オ
）

オ
）
お
も
ひ
か
さ
ぬ
〔
見

（

ウ
）

く
れ
の
〔「
の
」
を
見
セ

そ
な
き

（

ウ
）



け
れ
と
も
」
な
を

お
も
ひ
出
る
人
の

き
〕
の
志
賀
の
ふ

た
か
ゝ
み
を
あ
け

〔
見
セ
消
チ
｜
ふ
〕

わ
た
つ
う
み
の
た

な
〔
見
セ
消
チ
｜

〔
訂
正
｜
し
か
ら
み

こ
す
棹
の
し
つ
く

〔
見
セ
消
チ
｜
長
〕

山
か
つ
の
木
〔
見

つ
〔
見
セ
消
チ
｜

も
う
つ
な
り

草
の
原
〔
見
セ
消

〈
資
料
紹

松
〔
見
セ
消
チ
｜

セ
消
チ
｜
り
〕
の

つ
ろ
ふ
月
の
影
か

の
〔
見
セ
消
チ

〔
補
入
｜
の
〕
里
に

山
河
の
い
は
せ
の

あ
ら
ま
し
の
庭
の
し
ら
雪

袖
も
や
こ
ほ
る
ら
ん
」
な
れ
し
み
ゆ

る
〔
右
見
セ
消
チ
｜
は
ま
／
左
傍
書
｜

は
さ
ゝ
の
に
み
た
れ
つ
ゝ
」
か
さ
し
の

る
ら
し
〔
見
セ
消
チ
｜
ん
〕

ま
も
の
上
に
ふ
る
雪
は
」
や
か
て
き
え

み
〕
る

〕も
色
も
か
は
り
け
り
」
も
み
ち
に
お
つ

セ
消
チ
｜
夜
の
〕
間
の
か
け
〔
見
セ
消

ぬ
〕
ら
む
」
あ
け
は
つ
ぬ
れ
は
〔
見
セ

チ
｜
葉
は
〕
く
る
〔
見
セ
消
チ
｜
も
と

介

実
相
院
蔵
『
壬
生
二
品
集
』

杜
〕
間
月
」
ま
と
も
〔
見
セ
消
チ
｜
り

す
か
の
ね
か
な
き
よ
に
〔
見
セ
消
チ

な｜
長
〕
夜
の
い
こ
ま
お
ろ
し
や
さ
む
か

こ
ろ
も
う
つ
な
り

も
り
の
も
み
ち
は
や
」
か
せ
よ
り
さ

（

ウ
）

る
〔
見
セ
消
チ
｜

濱
イ
〕
道（

ウ
）

た
ま
と
あ
ら
れ
ち

（

オ
）

ゆ
き
あ
わ
か
と
そ

（

オ
）

か
へ
る
さ

〔
見
セ
消
チ

た
を
や
め

か
け
て
に

ま
つ
人
の

れ
あ
さ
き

み
し
か
夜

（

オ
）

る
う
ち
の
川
せ
は

（

オ
）

チ
｜
せ
〕
や
こ
り

消
チ
｜
と
〕
こ
ろ

（

オ
）

〕
よ
り
あ
と
は
な

る
し
ら
雪

み
や
こ
人

〔
見
セ
消
チ

ゆ
く
月
も

す
て
ゝ
〕

わ
た
つ
う

る
〔
見
セ

〕
す
む
も
し
〔
見

｜
の
〕」
あ
か
す
う

（

オ
）

ら
む
」
あ
き
し
の

（

ウ
）

き
も
か
く
る
白
浪

〈
下
巻

さ
ひ
し
さ

ま
と
な
て

あ
ら
た
ま

の
人
の
身

山
人
の
む

の
み
ね
と
ふ
つ
ら
に
さ
そ
は
れ
て
」
た

｜
ち
〕
ぬ
る

の
う
ち
た
れ
か
み
の
玉
〔
見
セ
消
チ
｜

ほ
ふ
春
風

く
も
る
ゆ
ふ
へ
〔
見
セ
消
チ
｜
ち
き
り

花
の
色
か
な

の
な
を
う
ら
み
て
そ
な
か
め
ま
し
〔
見

は
い
ま
は
と
へ
か
し
松
の
と
に
」
ま
つ

｜
よ
は
る
〕
な
り

き
り
た
ち
〔
傍
書
｜
行
人
も
夜
わ
た
り

曇
夜
の
」
み
ね
の
か
け
は
し
春
雨
そ
ふ

み
の
〔
見
セ
消
チ
｜
に
〕
月
も
い
て
た

消
チ
｜
な
〕
は
る
う
の
舟
人

は
お
な
し
籬
に
を
く
露
の
〔
見
セ
消
チ

し
こ

の
と
し
の
い
く
た
ひ
〔
見
セ
消
チ
｜
と

に
つ
も
る
ら
ん

か
し
の
あ
ま
〔
見
セ
消
チ
｜
と
〕
の
朝

に
の
澤
田
を
か
り
そ
た
つ

（

ウ
）

花
〕
か
つ
ら
」
あ
け
ほ
の

（

オ
）

〕
も
あ
る
物
を
」
ゆ
ふ
く

（

オ
）

セ
消
チ
｜
つ
る
〕」
夏
の

（

オ
）

の
あ
ら
し
も
ふ
き
か
け
る

（

ウ
）

〕
く
れ
て
〔
見
セ
消
チ
｜

る

（

オ
）

る
湊
川
」
あ
く
る
も
ま
つ

（

オ
）

八
〇

｜
も
〕
ひ
と
つ
色
な
る
や

（
５
ウ
）

せ
〕
け
ふ
暮
て
」
そ
こ
ら

（

オ
）

ほ
ら
け
」
霞
を
分
て
ふ
れ



〈
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｜
夜
〕
に
」
た
か

く
れ
は
つ
る
年
の

な
ら
ひ
に
し
か
は

君
か
よ
ふ
〔
見
セ

ま
の
関
山

た
つ
た
山
峯
の
も

〔
見
セ
消
チ
｜
る
〕

散
つ
も
る
も
み
ち

消
チ
｜
も
な
し
〕

我
袖
は
く
る
れ
と

セ
消
チ
｜
か
け
〕

ま
ち
か
ね
〔
見
セ

人
は
世
に
し
み
つ

名
も
し
る
し
雲
も

消
チ
｜
も
〕
と

秋
ふ
か
き
谷
の
い

に
月
を
み
る
か
な

は
し
た
か
の
き
り

イ
〕
み
か
く
月
哉

中
は
の
秋
の
月
影

介

実
相
院
蔵
『
壬
生
二
品
集
』

あ
か
つ
き
の
し
き
の
は
ね
か
き

別
も
な
け
か
れ
す
」
わ
か
〔
見
セ
消
チ

消
チ
｜
に
〕
雲
ふ
き
は
ら
へ
天
つ
風
」

み
ち
の
ち
ら
ぬ
ま
は
」
そ
こ
に
そ
み
つ

ふ
み
分
我
宿
の
」
し
る
よ
り
外
に
問
ふ

〔
見
セ
消
チ
｜
は
〕
露
も
も
る
山
の
」

て
下
も
み
ち
つ
ゝ

消
チ
｜
わ
ひ
〕
て
お
も
ひ
た
え
に
し
秋

は
夏
に
し
ら
ね
共
」
す
み
な
れ
に
け
る

一
村
か
ゝ
り
け
り
」
た
か
ゆ
ふ
く
れ
の

ほ
り
の
〔
見
セ
消
チ
｜
を
〕
あ
く
か
れ

ふ
の
を
か
の
竹
の
露
を
」
を
ふ
さ
の
す

（

オ
）

｜
す
〕
れ
し
人
に

（

ウ
）

こ
え
て
帰
ら
ん
て

（

オ
）

｜
か
す
み

し
ら
雪
の

ぬ
春
の
よ

あ
つ
さ
ゆ

の
秋
は
見
え
け
り

（

ウ
）

人
そ
な
き
〔
見
セ

（

オ
）

ま
つ
の
は
分
〔
見

（

オ
）

の
野
〔
見
セ
消
チ

あ
ま
の
は

は
花
そ
ふ

し
の
ゝ
め

降
雪
に
〔

ふ
ゆ
こ
も

見
わ
た
せ

山
の
下
陰（

オ
）

秋
の
山
さ
〔
見
セ

（

ウ
）

て
」
ひ
と
り
も
峯

（

ウ
）

ゝ
に
〔
傍
書
｜
と

（

ウ
）

川
と
な
る

ゆ
ふ
く
れ

晩
神
祇
」

〔
傍
書
｜
ら

ふ
る
ほ
と

花
の
あ
わ

（

ウ
）

影
た
け
て

〕
け
り
」
け
ふ
り
た
た
〔
見
セ
消
チ
｜

か
く
〔
傍
書
｜
か
ゝ
イ
〕
れ
る
枝
の
梅

の
月

み
磯
邊
に
お
ふ
る
松
の
花
〔
見
セ
消
チ

ら
雲
の
あ
な
た
の
浮
雲
〔
見
セ
消
チ
｜

り
し
く

に
お
し
み
し
袖
の
色
も
香
も
」
軒
に
は

見
セ
消
チ
〕
の
春
に
し
ら
れ
て
さ
く
花

り
す
る
谷
の
鶯

は
霞
ま
ぬ
空
も
〔
傍
書
｜
の
う
ち
も
イ

ら
ん
〔
見
セ
消
チ
｜
水
は
す
み
か
は
る

は
鐘
の
ひ
ゝ
き
を
吹
き
そ
へ
て
」
あ
ら

神
山
の
む
月
の
中
は
月
さ
え
て
」
と

〕
く
な
り

そ
き
え
す
は
あ
り
と
も
桜
花
」
庭
に
色

雪 さ
て
や
ゝ
み
な
ん
み
く
さ
ゐ
る
〔
小
書

八
一

な
〕
ひ
く
し
ほ
か
ま
の
浦

（

ウ
）

か
え
に
」
そ
れ
と
も
み
え

（

ウ
）

｜
葉
は
〕」
は
る
も
い
く

あ
わ
雪
〕
に
」
霞
の
し
た

（

オ
）

か
へ
る
や
と
の
梅
か
え

（

ウ
）

の
〔
見
セ
消
チ
｜
に
〕」

（

ウ
）

〕
も
な
か
り
〔
見
セ
消
チ

と
も
〕

（

オ
）

し
の
山
を
お
く
つ
る
松
風

（

オ
）

り
の
は
つ
ね
に
み
と
ひ
ら

（

ウ
）

な
る
〔
見
セ
消
チ
｜
き
〕

（

オ
）

｜
本
マ

〕」
よ
る
へ
の



わ
か
〔
傍
書
｜
き

春
風
そ
ふ
く

心
こ
そ
ゆ
き
て
も

消
チ
｜
ひ
〕
お
こ

長
家
朝
臣
日
吉
哥

は
」
か
す
み
を
出

か
り
か
ね
の
き
え

〔
見
セ
消
チ
｜
の
あ

か
す
か
山
お
ひ
そ

も
〔
見
セ
消
チ
｜

し
ら
夢
と
た
れ
な

わ
た
り
ふ
ね
そ
と

〔
見
セ
消
チ
｜
浪
〕

〈
資
料
紹

し
ほ
色
ま
さ
る
ら

吹
を
く
る
お
ほ
ろ

セ
消
チ
｜
る
〕

た
つ
た
川
や
ま
と

の
〕」
い
ろ
に
め
わ

あ
ら
ち
山
谷
の
う

歟
〕
も
こ
か
袖
ふ
る
山
の
さ
く
ら
花
」

お
ら
め
か
つ
ら
き
や
」
た
か
ま
の
さ
く

せ
よ

会
に
」
湖
上
霞
」
に
ほ
の
海
や
お
き
つ

ぬ
あ
ま
の
つ
り
ふ
ね

行
峯
の
夕
霞
」（

オ
）
ま
た
み
も
し

は
雪
〕

ふ
藤
は
ふ
た
と
せ
を
〔
見
セ
消
チ
｜

千
世
も
〕
花
そ
さ
く
へ
き

か
む
ら
ん
あ
し
ひ
き
の
」
や
ま
の
か
ひ

も
し
み
え
す
朝
ほ
ら
け
」
み
つ
の
を

介

実
相
院
蔵
『
壬
生
二
品
集
』

ん月
よ
の
春
風
に
」
梅
か
ゝ
の
み
そ
か
す

に
は
あ
れ
と
か
ら
國
と
〔
傍
書
｜
あ

た
り
〔
傍
書
｜
そ
め
わ
た
す
〕
は
る

く
ひ
す
野
へ
に
出
て
」
け
ふ
も
や
あ
り

む
か
し
に
か
へ
る

（

オ
）

ら
に
ほ
ふ
〔
見
セ

（

オ
）

は
る
風
ふ
か
ぬ
ま

（

ウ
）

ら
す
ふ
く
あ
ら
し

都
人
ま
つ

い
さ
ゝ
ら

れ
は
か
さ

か
き
り
あ

春
を
〔
補

（

オ
）

の
〕」
春
よ
り
あ
き

（

ウ
）

あ
る
や
と
の
桜
を

（

オ
）

か
け
て
霞
川
か
み

（

オ
）

の
〕
し
ら

な
か
め
く

の
」
空
に

山
風
も
わ

そ
〕
散
し

降
雪
に
ま

花
や
落
ら

（

ウ
）

ま
さ
り
け
り
〔
見

（

オ
）

れ
と
も
か
ら
あ
ゐ

の
青
柳

（

オ
）

て
春
を
み
る
へ
き

哉を
の
つ
か

も
花
や
さ

か
へ
る
か

い
か
ゝ
〕

た
ち
か
へ

の
い
ほ
り
の
藤
の
は
な
」
雨
さ
へ
降
て

は
い
ね
〔
見
セ
消
チ
｜
て
イ
〕
の
里
人

ね
ん

れ
は
春
こ
そ
く
れ
め
い
ま
さ
ら
に
」
や

入
｜
お
〕
し
み
あ
さ
〔
傍
書
｜
ま
〕
の

な
み

る
〔
傍
書
｜
や
る
〕
雲
の
い
く
分
〔
傍

き
え
行
春
の
か
り
か
ね

た
る
川
瀬
の
跡
の
な
み
」
し
は
し
も
み

くた
こ
も
り
え
の
は
つ
せ
山
」
ひ
は
ら
の

し
〔「
ら
」
に
右
見
セ
消
チ
｜
ら
／「
ら

ら
ゆ
き
て
う
ら
む
る
人
も
か
な
〔
傍
書

く
ら
ん

り
お
ほ
ろ
月
よ
に
さ
く
花
を
」
こ
し
路

か
た
ら
ん

り
な
を
あ
ふ
坂
に
石
間
行
」
関
の
を
川

（

オ
）

け
ふ
し
ほ
れ
つ
（ゝ

オ
）

山
吹
の
」
花
色
こ
ろ
も
く

（

オ
）

と
へ
か
へ
る
な
鶯
の
こ
ゑ

（

オ
）

か
く
山
袖
れ
ぬ
」
あ
す
は

（

ウ
）

書
｜
袖
イ
〕
を
み
こ
し
路

（

ウ
）

せ
す
花
の
〔
見
セ
消
チ
｜

（

ウ
）

〔
見
セ
消
チ
〕
も
み
え
す

し
」
に
左
傍
書
｜
ら
ん
〕

八
二

（

ウ
）

｜
な
き
〕」
風
の
や
と
り

（

ウ
）

の
人
に
い
か
に
〔
傍
書
｜

（

オ
）

の
浪
の
〔
見
セ
消
チ
｜
花
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五
月
き
て
袖
や
ぬ

夏
山
の
木
す
ゑ
の

み
や
木
ひ
く
也

ゝ
れ
る
と
し
も
ま

あ
や
め
草
ぬ
き
や

セ
消
チ
｜
朝
〕
露

な
て
し
こ
の
花
色

こ
つ
ら
ん

夏
の
夜
は
す
ま
の

も
な
く
イ
〕」
ね
く

ふ
る
さ
と
の
ち
ま

と
そ
猶
い
は
ふ
な

な
き
ぬ
な
り
は
や

す
た
ち
の
山
ほ
と

五
月
雨
の
降
〔
見

ち
に
こ
ゑ
の
こ
る

あ
か
な
く
に
や
す

う
つ
き
の
こ
ろ
も

介

実
相
院
蔵
『
壬
生
二
品
集
』

れ
そ
ふ
橋
姫
の
」
さ
か
め
に
ま
さ
る
宇

蝉
も
諸
こ
ゑ
の
〔
見
セ
消
チ
｜
に
〕」

れ
な
り

五
月
の
た
ま
か
し
は
」
お
な
し
み
と
り

衣
ぬ
れ
〔
見
セ
消
チ
｜
き
〕
別
」
た
か

〔
傍
書
｜

の
〕
ね
く
ら
の
ほ
と
ゝ
き

ね
ほ
と
な
き
〔
傍
書
｜
は
か
な
き
〕

ち
の
早
苗
と
る
氏
も
〔
傍
書
｜
田
子

る里
な
れ
よ
時
鳥
〔
見
セ
消
チ
｜
う
く

ゝ
き
す

セ
消
チ
｜
す
き
〕
に
し
空
の
ほ
と
ゝ
き

哉
〔
傍
書
｜
な
り
〕

ら
へ
空
の
ほ
と
ゝ
き
す
」
な
つ
て
〔
見

ほ
す
ら
ん
〔
見
セ
消
チ
｜
と
も
〕

（

ウ
）

治
の
川
な
み（

オ
）

ゆ
ふ
く
れ
か
け
て

（

オ
）

こ
と
が
で
き

布
し
て
い
た

久
保
田
淳

（

ウ
）

の
軒
の
し
ら
〔
見

（

オ
）

あ
さ
露
の
や
と
か

（

ウ
）

す
〔
傍
書
｜
ほ
と

朝
か
ら
す
哉

以
上
の
よ

消
ち
や
傍
書

ど
の
段
階
で

文
の
中
に
は

き
は
誤
写
と

部
の
本
文
や

は
、
流
布
し

イ
〕」
御
代
の
た
め

（

ウ
）

ひ
す
の
〕」
た
に
の

（

オ
）

す
」
ま
た
ゆ
ふ
た

（

オ
）

セ
消
チ
｜
く
〕
は

｜
か
け
イ

雨
降
れ
と

み
し
か
よ

セ
消
チ
｜

み
な
月
の

白
露

（

オ
）

袖
ひ
ち
て

る
。
そ
し
て
ま
た
、
一
部
の
書
き
入
れ

も
の
と
は
異
な
る
本
文
を
持
つ
伝
本
と

五

ま
と
め

氏
は
、『
壬
二
集
』
を
、
歌
群
単
位
の

う
に
、
実
相
院
蔵
本
に
し
か
見
ら
れ
な

に
よ
っ
て
校
合
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

加
え
ら
れ
た
も
の
か
判
断
は
し
が
た
い

、
単
純
な
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も

は
考
え
ら
れ
な
い
、
他
の
諸
本
に
は
確

書
き
入
れ
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

て
い
た
も
の
と
は
異
な
る
本
文
を
も
と

〕く
る
れ
と
も
ゆ
る
夏
虫
を
」
た
れ
ゆ
へ

の
ま
た
雲
と
つ
る
せ
き
の
と
せ
〔
見
セ

鳥
〕
は
ま
こ
と
の
ね
に
ゆ
る
す
な
り

て
る
日
に
ま
く
る
草
の
は
を
」（

ウ

む
す
ふ
し
ら
波
立
帰
り
」
こ
ほ
る
は
か

八
三

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
流

の
交
渉
が
予
想
さ
れ
る
。

配
列
に
お
い
て
、
増
減
に

い
表
現
の
多
く
は
、
見
せ

た
だ
、
こ
れ
ら
の
校
合
が

。
実
相
院
蔵
本
の
独
自
本

あ
る
。
し
か
し
着
目
す
べ

認
で
き
な
い
語
句
が
、
一

こ
こ
か
ら
、
実
相
院
蔵
本

に
書
写
さ
れ
た
と
考
え
る

（

オ
）

つ
ゝ
む
こ
ろ
も
て
の
杜

（

オ
）

消
チ
｜
を
〕」
と
し
〔
見

（

オ
）

）
つ
れ
な
く
な
り
ぬ
秋
の

（

オ
）

り
の
松
の
ゆ
ふ
風
〔
傍
書



実
相
院
蔵
本
『

調
査
報
告
集
』
第

を
参
照
。

久
保
田
淳
「
家

研
究
』、
三
弥
井

「
家
隆
と
そ
の
家
集

『
國
書
総
目
録
』
と

そ
れ
を
所
蔵
す
る

所
蔵
は
久
保
田
氏

も
の
は
な
い
。
従
っ

ず
、
他
系
統
が
散
逸

は
極
め
て
特
異
な
伝

以
上
の
報
告
に
あ

幸
い
で
あ
る
。

注

〈
資
料
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注
目
し
て

の

な
い
伝
本
で
あ
る
。

文
庫
蔵
六
家
集
写
本

考
え
ら
れ
る
が
、
歌

陽
明
文
庫
蔵
六
家
集

い
て
も
、
実
相
院
蔵

壬
生
二
品
集
』
の
翻
刻
全
文
に
つ
い
て
は

五
輯
、
第
六
輯
（
二
〇
〇
四
年
九
月
、
二
〇

隆
家
集
の
諸
本
と
そ
の
伝
来
に
つ
い
て
」

書
店
、
一
九
六
八
年
七
月
、
五
三
〇

五

」『
國
文
學

解
釈
と
教
材
の
研
究
』、
一

久
保
田
氏
の
論
文
と
で
は
、
掲
載
さ
れ
て

図
書
館
・
文
庫
名
の
表
記
に
微
妙
な
差
異
が

の
論
文
の
表
記
に
従
っ
た
。

て
、
実
相
院
蔵
本
は
単
純
に
い
ず
れ
か

し
た
結
果
と
も
考
え
に
く
い
。
す
な
わ

本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

た
り
、
識
者
か
ら
の
御
斧
正
を
賜
わ
る

介

実
相
院
蔵
『
壬
生
二
品
集
』

九
系
統
に
分
類
し
た
。
こ
の
中
で

類

現
在
、
こ
れ
に
は
天
理
図
書
館
蔵
乾
元

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
実
相
院
蔵
本
は

群
単
位
の
配
列
順
序
が
天
理
図
書
館
蔵

写
本
と
は
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
ま

本
の
有
す
る
歌
群
単
位
の
配
列
に
限
っ、『

実
相
院
蔵
古
典
籍

〇
五
年
五
月
発
行
）

『
藤
原
家
隆
集
と
そ
の

四
七
頁
。
久
保
田
淳

九
六
五
年
一
〇
月
。

い
る
伝
本
の
書
名
や
、

あ
る
た
め
、
書
名
や

の
抄
出
と
は
言
え

ち
、
実
相
院
蔵
本

こ
と
が
で
き
れ
ば

は
歌
群
の
最
も
少

奥
書
写
本
、
陽
明

類
に
属
す
る
と

乾
元
奥
書
写
本
や

た
、
他
系
統
に
お

て
は
、
一
致
す
る

〔
付
記
〕

今
回
の
報

院
御
門
跡
に

天
理
図
書
館

許
可
し
て
い

ま
た
、
今

六
輯
所
収
の

を
い
た
だ
く

告
に
あ
た
っ
て
、
資
料
の
内
容
を
公
表
す
る

、
心
か
ら
の
謝
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
こ
の

、
陽
明
文
庫
に
特
別
の
御
配
慮
を
い
た
だ
き

た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

回
の
報
告
に
先
立
ち
、『
実
相
院
蔵
古
典
籍

翻
刻
、
及
び
所
見
に
つ
い
て
、
松
井
律
子
氏

こ
と
が
で
き
た
。
改
め
て
謝
意
を
表
し
た
い 八

四御
許
可
を
い
た
だ
い
た
実
相

資
料
を
調
査
す
る
に
あ
た
り
、

、
貴
重
本
の
閲
覧
と
複
写
を

調
査
報
告
集
』
第
五
輯
、
第

と
大
取
一
馬
氏
か
ら
ご
意
見

。


